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ド LED）として動作することが述べられている。ダイヤモンド LED の実用化するためには従来のダイヤモ












な LED においては温度増加に伴い発光強度が減少する傾向が観測されるが、ダイヤモンド LED は温
度増加に伴い発光強度が増加するユニークな振る舞いを示すことを示唆している。重要な観点である。 
第 3 章においては、第 2 章で観測された温度増加によって発光強度が増加するといった興味深い現
象を詳細に調べるために、高濃度ドーピング層を利用したダイヤモンド LED を用いて、励起子発光強度
の温度依存性を低温から高温にかけて測定した結果を示している。励起子発光強度は、83 K から 223 
K付近にかけて、温度が増加することで減少し、室温付近から 473 K まで温度が増加すると発光強度が
増加する傾向を報告している。低温領域においての減少傾向は、自由電子・正孔と励起子の間の化学
平衡の式より解析し、ダイヤモンド LED の i 層内で励起子発光に偏りがあることを示唆している。この温
度依存性は重要な実験的な知見である。 
第 4 章では、温度に対するダイヤモンド励起子の光学的特性を理解するために、低温から高温までの






第 5章では、ダイヤモンド LEDの順方向動作時に、i層内で電子・正孔の分布を TCAD(Technology 



































２） ダイヤモンド LEDの効率をさらに向上させるためにはどのような手段があるのか。 
３） ダイヤモンド LEDの特徴はどこにあり、その特徴を生かす応用分野はどこになるのか。 
４） LEDの I層内における発光の空間分布の測定の詳細の説明。 
 
それぞれにおいて以下の説明が審査対象者よりなされた。 









４） 審査対象者が、設計から測定系の作製、最終的には世界に先駆けて紫外線の発光領域の LED 内
における空間分布の測定を行ったことが示された。 
 
質疑応答では、自身の実験結果、解析結果をもとに、過去の文献を参照し、論理的な理解を明確に
説明した。審査員の満足のいくものであった。 
 
 
〔最終試験結果〕 
  平成２９年２月２０日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
